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「
地
域
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
」、

「
地
域
で
輝
い
て
い
る
―
」。

　

生
き
が
い
を
持
っ
て
毎
日
の
生
活

を
送
り
、
幸
せ
に
年
を
重
ね
る
。
そ

ん
な
「 
幸 
」
齢
者
を
増
や
す
こ
と
が

こ
う

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て

い
る
人
は
輝
い
て
い
る
。
人
や
地
域

と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
自
ら
の
チ

カ
ラ
を
発
揮
し
て
い
る
人
た
ち
の
目

は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
。
そ
ん

な
「
光
」
齢
者
が
増
え
る
こ
と
で
、

地
域
の
チ
カ
ラ
と
な
っ
て
、
地
域
を

元
気
に
し
て
い
く
。

　

仕
事
が
一
段
落
し
た
あ
と
の
セ
カ

ン
ド
ス
テ
ー
ジ
（
第
二
の
人
生
）
は
、

自
分
が
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
や
社

会
を
元
気
に
で
き
る
ス
テ
ー
ジ
。
地

域
社
会
は
、
豊
富
な
知
識
や
経
験
、

高
い
技
術
を
持
っ
た
高
齢
者
の
活
躍

を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
で
地
域
を
支
え

て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
。
そ
こ
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
幸
せ
に
年
を
重
ね
る

一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

人とのつながりや、心の触れ合いを実感することは、笑顔につながるんです―。

地域貢献する「 貢 」齢者。地域で輝く

こう

「 光 」齢者。
こう

みんなを幸せにする「 幸 」齢者―。
こう

それぞれの人が、それぞれのステージで輝いている――。

　活動は、年代を気にせずにできるように気を付けています。
ほとんどのクラブでは、会員の半数が女性というのも魅力の
一つ。どんな活動にしても、上手、下手ではなく、参加した
ら楽しかったと言われる活動を目指しています。
　活動に参加して、人とつながることや仲間が増えることは、
お互いを笑顔にします。これからも心の触れ合いや、地域の
つながりを大切にして、活動を続けていきます。

老人クラブに加入するには　お住まいの老人クラブに直接申し込んでください。不明な場合は、市老連事務局緯雲５７７７（火・木曜日１０時～１６時）または、高齢介護課緯運９１５５まで。 廿日市市老人クラブ連合会　副会長大野支部　万年青会連合会　副会長みむら・はやみ　　　三村　速美さん

写真繋　地域のまつりに実行委員会とし
て参加している老人クラブも多い。写真
は８月３日、阿品四丁目夏まつりを盛り
上げた地元老人クラブ「藤友会（とうゆ
うかい）」の皆さん。　写真罫　学校支
援地域本部事業に積極的に参加している
地域もある。写真は、友和小学校で行わ
れた学習支援の様子。　写真茎　夏休み
中のラジオ体操に参加し、地域を盛り上
げる会員も多い。

廿日市市老人クラブ連合会芸能大会　１１月２１日（木）１０時～　さくらぴあ小ホール　会員以外の方も入場できます。お気軽にご来場ください。
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　もうすでに、市民の４人に１人が６５
歳以上という、長寿社会を迎えていま
す。そしてさらに今後、この割合は加
速していくものと思われます。だから
こそ、生きがいづくりやボランティア
活動など、地域で活動する老人クラブ
の存在意義は、今後ますます大きくな
ると認識しています。
　皆さんが持っている長年培ってきた
豊富な知識や技術は、大事な「地域の
財産」であり、「地域資源」です。その
資源をいかに活用できるか、それが地
域活性化のカギだと思っています。地
域でそのチカラを生かしながら、笑顔
の絶えない毎日を送っていただきたい
と思っています。
　「 幸 」齢者がいつまでも元気なまちは、

こう
住みやすさの証明です。老人クラブの
活動の中で生まれる笑顔が増えれば、
まちがそれだけ元気になり、それが直
接まちづくりにつながっていくと考え
ています。

　老人クラブは、「老人」という言葉の
響きから、加入をためらっている人も
多いのではないでしょうか。「まだまだ
現役、老人ではない」という意識が働く
のかも知れません。そのため、各地域
の単位老人クラブではそれぞれ固有の
名称で活動しているクラブもあります。
　老人クラブは、「地域と福祉を支え
る」という大きな理念に基づいて活動
を行っています。長寿社会を迎え、人
や地域のつながりが希薄になってきて
いる現在、地域活動団体としての老人
クラブの社会的必要性や役割は大きく
なっていると認識しています。私たち
も、「まちづくりを進めていく大きな使
命がある」という自覚を持って行動し
ています。
　退職して間もない方々は、知識もス
キルも豊富です。ぜひ、クラブに加入
して、絆による安心・安全なまちづく
りにチカラを発揮してほしいと思って
います。

廿日市市老人クラブ連合会なんば・とくお　　　　　難波　督雄　会長 　　　廿日市市しんの・かつひろ　　　　　　　眞野　勝弘　市長

―Intervuew―市長×市老連会長７月に古希（７０歳）を迎えた眞野市長。地元の老人クラブ、佐方第二白楽会に加入した。市老連会長の難波さんと市長に、長寿社会を迎えるこれからのまちづくりを聞いた―。

これからの長寿社会、豊かな知識や技術など、

「 幸 」齢者のスキルをいかに発揮できるかが、カギになります。

こう

―特集　「 幸 」齢者になろう―　終わり―

こう

特集　「 幸 」齢者になろう―こう


